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1。はじめに

養護教諭養成課程の独自の授業科目の一つに臨

床実習がある。これは,養護教諭として必要な能

力を養うために医療施設で行われる学外実習であ

る。筆者らは養護教諭養成課程の教官として,臨

床実習の企画,運営,学生指導にあたっているが,

実習内容と学生が身につけるべき能力との関連

性を追求し,先行研究1)2)や他大学での実施状況

等も参考にしながら実習の改善を試みてきた。他

大学と比較すると,本学養護教諭養成課程の臨床

実習は実習施設の性格に特色がある。すなわち,

医療機関2施設の他に保健機関1施設を加えて実

施していることである。保健機関である愛知県総

合保健センターの機能は,健康診断と保健指導,

機能訓練(視機能・言語・聴覚等)が重点であり

さらに専門職の研修(精神衛生)も行っているな

ど養護教諭の職務との関連性がきわめて強い。本

稿では,学生が臨床実習でどのような疾患や処置

・看護について学んでいるか,全体として何を得

ているかを調査し,その結果を考察することによ

り養護教諭養成における臨床実習の意義を確認し

たい。

2。養護教諭養成における臨床実習の位置づけ

養護教諭は,「①看護・臨床医学,②健康管理,

③教育の3分野における能力を有する専門職」で

あるとされており3),看護・臨床医学の知識・技

術は養護教諭にとって不可欠である。現行の教育

職員免許法でも,養護教諭1級免許取得のために

養護専門科目を40単位以上と規定し,そのうち看

護学(臨床実習を含む)8単位を必修としている。

本学では免許基準を満たすように卒業要件を定

めているが,養護教諭養成課程のカリキュラムで

は,養護専門科目46単位の内4単位を臨床実習に

あてている。本学の他の教員養成課程と同様に,

主免実習(養護教諭養成課程の学生の場合は養護

実習,小学校4週間)・副免実習(中学校保健,

2週間)を行っているが,その上臨床実習も必修

であるため,学生の負担は大きい。このことは指

導にあたる教官にもあてはまることである。 しか

し,児童・生徒の生命を守る仕事にたずさわるた

めには欠かせない実習である。

3。実習の概要

(1)実習の目的

本課程の臨床実習実施要項では「学内において

学習した知識,技術を臨床場面で経験し応用して,

養護教諭としての職務遂行のために必要な能力を

養う。」と定めている。ただし,看護技術等の習

熟よりはむしろ,疾患の診断過程や保健指導の理

解など学校保健活動との関連を考えることが主な

目的となろう。

(2)実習施設および実習の目標

実習施設としては,愛知県総合保健センター

(以下センターと略す),愛知県職員病院(以下

職員病院と略す)およびみなみ子ども診療所(以

下子ども診と略す)の3か所に依頼している。

実習の目標は,各施設の特色を考慮して次のよ

うに定めている。

① 愛知県総合保健センター

ア。保健センターの組織,運営の実際を理解し。

各職種の機能,役割を認識する。
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イ。成人総合健診,体力管理,精神衛生相談業

務等が,身体的,精神的健康の保持増進に果

たす役割を認識する。

ウ。視力障害,聴力言語障害等の精密検査およ

び機能訓練の実際を知り,学校保健活動との

関連について学ぶ。

② 愛知県職員病院およびみなみ子ども診療所

ア。病院(診療所)の組織,運営の実際を理解

し,各職種の機能,役割を認識する。

イ。臨床場面で,看護業務がどのように実践さ

れているかを理解する。

ウ。患者の受容,臨床診断の過程および保健指

導について学ぶ。

(3)実習の時期・期間及び日程

3年次の後期末(2月中旬から3月末まで)に

5週間を設定しており,学生60名が5グループに

分かれて5週間のローテーションを組む。学生ひ

とりあたりの実日数を各科(部門)ごとに示すと

表1の通り22.5日(4週間)である。 1グループ

(12名)の5週間の日程は図1の通りである。各

科(部門)ではさらに詳細な日程を定めて学生を

配当している。聴力音声言語診断部の例を図2に

示す。

(4)指導体制

① 専任教官による指導

本課程の専任教官は12名であり,そのうち3~

5名が臨床実習委員として計画・運営等を中心的

に担当している。実習施設の指導者との打ち合わ

せを数回行い,各科・各部門で学生に配布すべき

資料(例年約15種類)を確認して,大学で印刷す

る。学内における学生への事前指導としては3年

次の11月に実習日程等を,次いで1月~2月に実

習要項にもとづいて実習内容や実習の心得等を詳

しく説明している。

実習期間中は実習委員以外の教官も,毎日交代

で施設に出向き,実習開始前に学生全員が集合し

て行う朝の打ち合わせに出席する。この時に学生

の出席状況・健康状態の把握を行いその都度必要

事項を指導している。また,実習時間中は実習生

控室に待機して,施設と大学との連絡および学生

指導にあたっている。さらに,実習期間の半ばに

は,実習委員が臨床指導者の点検済の記録を提出

させ,その時点で指導すべき事項を把握し,学生

全員に周知させている。

② 実習施設の職員による指導

実習施設は医療の場であり,受診者のために種

々の医療関係者が協力して診断・治療・看護・検

査等にあたっている。実習期間中,実習生はこの

診療活動の流れの中に入り見学や実習を行いその

場の臨床指導者(医師・看護婦・検査技師等)に

より説明や指導が行われている。なお事前指導と

しては,実習開始1か月前に実習委員が学生を引

率して実習施設におもむき,各科(部門)の職員

から指導を受ける。内容は施設の特徴,各科(部

門)の業務概要,実習の諸注意,指導責任者の紹

介などである。

(5)実習記録および評価

学生は毎日実習記録を書き,臨床指導者に提出

し,朱筆指導を受ける。実習終了後学生にレポー

ト(テーマは専任教官が提示する)と実習記録綴

りを提出させ,出席状況等と総合して実習委員が

評価する。さらに,実習委員は,4年次の4月初旬

に実習についての反省および各自の実習成果を発

表させ,事後指導にあたっている。

4。実習内容についての調査結果と考察

昭和61年度3年次に臨床実習を行った学生を対

象に,4年次の昭和62年5月中旬に臨床実習に関

する調査を行った。

(1)学生が経験した疾患

表2は学生が実習中に経験した疾患名を施設別

にまとめたものである。自由記述で記入させたた

め,記入もれもあると思われるが多種類の疾患が

挙げられており,おおよその傾向は把握できると

考える。ちなみに,秋山4)の小児科における調査

結果とほぼ類似した結果となっている。実習全体

を通して半数以上の学生が経験したとする疾患は

胃癌,喘息,白血病,血友病,癩瘤,脳性麻庫,

糖尿病,痛風,白癖,弱視,緑内障,紛瘤,中耳

炎,難聴,構音障害,麟蝕,かぜ症候群,ダウン

症候群の18種類であった。施設別では職員病院が

最も疾患の種類が多く,また血液疾患を専門とし

ているので一般の病院ではあまり経験出来ない疾

患を学んでいる。センターでは視力診断部で小児
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表1 各施設の実習日数

図1 臨床実習日程例
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図2 聴力音声言語診断部実習時間表

の弱視や斜視と緑内障,聴力音声言語診断部では

難聴や構音障害の診断・訓練・指導の実際にも触

れ,児童に密着した経験が出来ている。精神衛生

センター部では登校拒否や自閉症など事例に即し

て学習している。また,成人病診断部門では教職

員の健康管理に必要な成人病の知識も得ている。

さらに,子ども診の実習は,癩瘤・脳性麻庫など

の神経疾患,気管支喘息,小児の皮膚疾患,感染

性疾患,新生児期の異常・疾患など小児の疾患や

発育発達を学ぶ場となっている。現職の養護教諭

に期待される活動の第一に外傷の救急処置が挙げ

られるが5),現状の実習では外傷の事例が少ない

のが惜しまれるところである。救命救急の実習に

関しては別の機会を検討することも必要であろう。

(2)学生が経験した看護・処置等

表3は職員病院で学生が経験した看護や処置を

みたものであり,資料1は病室の実習の一日の概

略を示したものである。看護婦養成コースの学生

と異なって,医学・看護学の知識や看護技術を学

ぶ時間数の少ない本課程の学生が実際に患者を援

助できる内容はわずかではあるが,色々経験して

いることがわかる。各種の患者への援助は保健室

での救急看護に役立てることができるし,診察・

検査の過程を見学することは児童生徒の異常の有
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無を発見・判断する時や受診を勧める際の参考に

なる。手術の見学は現代医学の先端技術を知る貴

重な機会でもあり,また,出血を一度でも見てお

くことにより恐怖感が薄れ学校での救急処置の際

に冷静に行動することができるであろう。病床の

整備や消毒を学んでいることは保健室の整備や清

潔の保持につながる。さらに,各科で行われてい

る指導・相談は児童生徒や教職員の保健指導に直

接役立てることができる。

今回の調査で,死に対する貴重な経験ができた

学生が少数ではあるがみられた。臨床実習の場合,

全ての学生に平等に実習経験をさせることは不可

能であり,個人により差が大きくなるのが特徴で

もある。従って,それぞれ見学・実習できた体験

を実習後に話し合って交流させることが大切であ

る。今後さらにそのような機会を充実させる必要

があろう。

(3)自由記述にみる学生の意見

実習により得られたこととして学生が最も多く

記述していたことは「疾患の知識を深めることが

できた」,「疾病の知識をより持つことができた」。

「新たな知識を広げることができた」であった。

さらに大学での講義が手薄な「眼科,耳鼻科につ

いて理解,見学することができた」との記述もみ
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られた。これらのことから実習の意義の再確認が 多かったことからも,学生が不満を持っているこ

なされる一方,大学の時間数の関係で不十分な臨 とが推察できる。しかし,大学全体のカリギュラ

床医学の知識の習得も実習の場で捕われているこ ムからいって実習時期の変更は困難なので,当面

とがわかる。

具体的な内容としては「実際の疾病の診察を見

学して(直接患者を見たり,医師の治療場面を見

たりして),その処置の仕方,患者への対応の仕

方を学ぶことができた」,「患者や受診者に対して

も直接,間接に接することができた」,また「患

者と医師,看護婦との関わり方が保健室で子ども

と関わっていく上で勉強になった」などと養護教

諭の活動と関連づけた意見もみられた。

「普段遭遇することのない検査場面,手術,医

療機械について学ぶことができた」ことを「貴重

な体験をした」と受けとめている学生も多くみら

れた。実習内容の項でも前述したように手術見学

は,学生にとって「有意義であり」,「とても貴重

な経験」となり「印象に残る」ことであったよう

で,手術日に実習があたらず手術の見学が出来な

かった学生は「経験したかった」と残念だった思

いを述べている。

「医療に携わる者に要求される真剣な態度,正

確さ,迅速さ」や「病気を持つ人々の健康を望む

心」などについて気付いて「人と人との接し方」

を考えた学生もいた。また,「身近にはあまりい

なくて知らずにいることの多い癌や白血病などの

不治の病に冒された人と接することが出来たのは

貴重な体験だった」との記述もみられた。患者の

死に直面した学生は「実習を終えて暫くの間,寂

しくて寂しくて堪らなかった。生命のはかなさを

思い知らされたから。…………精神的な部分で何

か変化があったことを感じている。」と述べ戸惑

いつつも,死を厳粛に受けとめている様子がうか

がわれた。これらのことは,大学での講義や事前

指導の際に不治の病や死に対する心構えについて

も触れる必要性を示している。

実習時期については3年次の春休みという他の

課程の学生が休みである時に1か月間の実習を行

うため,割り切れなさを感じている学生の意見も

散見された。白#6)の昭和60年2月の実習前の調

査によれば,臨床実習をあまりやりたくない理由

として実習時期の不適当を挙げた学生が圧倒的に

は学生に実習の意義を十分指導することが必要で

あろう。

5。今後の課題

本課程の学生の本学志望動機は他の課程の学生

と同様であり,教育に関する関心が高いといえる。7)

一方,養護教諭は教諭とは異なって保健医療チー

ムの一員としての側面を持っているにもかかわら

ず,本課程の学生のこの面に関する関心は必ずし

も高いとはいえない。そのことが臨床実習に対す

る意欲にも少なからず影響していると思われる。

このような学生の意識を変えるべく,従来から各

教官が専門科目の教育を通じて努力をしてきた。

今回の調査結果は関連科目の中で臨床実習の内

容を意識して指導するのに役立つと思われる。さ

らに事前指導において,具体的に活用して学生の

臨床実習に対する意識をたかめ目的を明確にさせ

たい。実習で学んだことをより確実に自分のもの

にするためには,各自の経験の交流とともに,学

生自らが経験と知識の統合をはかれるような専任

教官の働きかけが必要であろう。日常の学生指導

において積極的な勉学態度を育成することが学外

の実習に意欲的に取り組む姿勢を生み出すことに

つながると思われる。
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表2-1 臨床実習中に学生が経験した疾患(のべ人数)

― 42 ―
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表2-2 臨床実習中に学生が経験した疾患(のべ人数)
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表3 職員病院で学生が経験(見学または実習)した看護や処置など
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